
麗開言十閤（全8時間）

4 摺業の実際

('! ) 1～3時材料について

①材料の性質と特識を知る。

L, いる

ラスチックなどの材料は9 そ

る必要が

につい

・金属＠木材。
されているか考える。

の目的に合わせて使用されており作品

さらにそれFらは材料躍に適した加工方法や製作においても9 適したもの

加工工具があることを知る。

ヌ,_,J。

ック」に限定

と切削

よる三種類の材料の切断と切削により

した材料片はケラスプレートに加工している。

える，

c,,, 

等を l/ 3 ~こ縮小したスチレンボードを使い，模型を製作する。 1/3 の模型を製作
を繰り返すことで。多様な視点に対してより具体的に構造を検討する事が可能になる。

内容における間いをもち追求する姿を育成するための具体的な手立てについて

子どもたちは様々な視点から課題に対してアプローチしていく。検討すべき点が多面的であるう

に勺初めて機能や構造を検討していく学習である。そこでラ難易度を徐々に高めながら課題を追

る学習展開を設定した。

始めから多様な視点を提示するのではなく，最初はなるべく検討しやすいものとい順次違う視

点を提示する事で9 多面的に課題をとらえ追求する力を育成する。本題材では事前崎用する材料

を限定し基本となる構造（T材やL材など）の模型を提示した上で匂材料や部品を組み合わせなが

ら模型の製作を行う常習展開により，軽さ・丈夫さに視点を絞った課題の追求を行う。一定の考え

がまとまったところで，製作の際の容易さという視点を加えながら課題の追求にあたる。このよう

な展開により追求する視点も考えやすい物から複雑なものへとラ学びを高めてーいく。

{}~ 主な学習 時 具体的な学習 c 活動

丈夫で軽く 1・2 。材料の性質と特徴を知る。

製作しやす ・木材の繊維方向等による について理解する
い踏み台の

::' 》 。設計の進め方を知る。
構造を考え

＠踏み台の具体的な使用目的と使用条件を考えるの
る。

1 4・5 。踏み台に必要な機能を考える。

。踏み台に必要な機能を備えた構造を考え，スチレンボードで 1/ 3模型を試作する。

6 ・試作した 1/ 3模型を分析し，丈夫で軽い構造を考える。

四より作りやすい構造にゆついて考えラ製作した模型の特徴を理解する。

7・8 ・実際に自分が製作する踏み台の構想をまとめる今スチレンボードで試作する。
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工の特牲について共有し

高める予ともrx央議＠軽荘。作暗号むす創的親点で多面的iこ課題をとらえ趨戒するカ

らー

子どもたちはこれまでの図面、工作などのものwづ、くりの学びの中で勾目的に応じて形状や彩邑など

の工夫をしてきた。中学 1年の学年初めに行った技術科ガイダンスのワークシートの中で以下のよ

うな記述が見られた。

（技術の発達の歴史を勉強して，様々な工夫から技術が発達してきた事を知り）自分の製作で

も色々工夫して使いやすい製作品を作ろうと思います。（今日の学習を通して知りたいと思っ

た事は）どんな事を工夫すれば丈夫な製作品が出来るかとかヲ工夫したアイデアが本当に自分

に出来るかということを勉強したいです。 （生徒A)

この記述からヲ中学 1年で初めて学習する技術科における「工夫」について9 これまでのものづ

くりとは違う技術科特有の「使いやすさ」や｜丈夫さJなどについて関心を高めていることが分か

る。しかしながらヲ機能や構造を工夫することについてラ具体的にどのような内容の工夫を行うこ

とで日的に応じた製作品を作ることができるのかヲ見通しをもってイメージできる子どもはほとん

どいない。これはものづくりに関わる子どもたちの生活経験の不足と共にラこれまでのものづくり

を通じた学習活動に，機能や構造を学ぶ場が無い事も一因であると考えられる。ものづくりの場で

しか学ぶ事の出来ない機能や構造を「工夫＠創造Iすることはラその結果が目に見える製作品とし

て現れることで工夫や創造した内容がより実感できる。よって勺生活経験に直接つながる貴重な機

との関わりについ

る題材である。部長！の形

となり，現代の子どもたちにとって重要な学習課題である。

(2）本題材の内容と技術＠家躍科で培える問いをもち追求する

本題材は材料と加工に関する技術において，製作品の構造にvつい
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組み立てられた構造が丈夫であるための工夫など山

ける重量と丈夫さの相反性など構造上の課題等

による強度

していく。製作品

にはここで検討さ

していく。

ることは現実的には困難

していくことも英世しい。そこでラ

るものである。な

ヨンランパー）材

り返す。

ら図式化し

i) ~口君主口口

身の回りに

ii ）製品

「木材」「プラス
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題材のねらい

「丈夫さ。軽さ e 作りやすさ」という視点で踏み台の構造等を追求する課題解決の過程の中

L型やT~の形状の強度や軽量性ラまた作りやすさなどの製作の効率性について検討しラよりよい

構造について理解することができる。

1年「口 L材を：活用した踏み台の設計J

について

2 識棄の構想

( 1）子どものとら

際の容易さ

して

〆1Q,' 

,J し、



他為向。玖習時需噌控2織据え号＇＂＂語辞

させてヲ高いところに手

／トープ毎にこの踏み台に必

おいて普段はしまってあり、使うとき

の踏み台J という目的＠条件を設定し匂

スチレンボー

で共通課題として「家庭

を属かせるために｛吏うた

要な機能を考えた。

＊まとめられた主な機能

つでも大丈夫な程度の丈夫さ 0

．持ち還びができる軽さ。

。収納しやすい大きさ。（高さ300mmくらい）

5時丈夫で騒い踏み台の模型を製作する

内容

・踏み台に必要な機能を備え

ドで 1/3模型を試作する。

〉え

(3) 。

②木材の繊維方向等による強度の違いについて理解する。

O掻業の内容

。木材の観察と実験を通じ繊維方向による強度の違いやラ変形の特牲に切ついて考える0

．製作品を丈夫にするための構造を理解する。

0罷業の流れ

i ）木材の組織の顕微鏡写真の観察

実物の顕微鏡写真の観察や，水中で木片に息を吹き込み空気の泡が反対から出てくる実験を通

じ，木材がストロー状の構造であることを実感した。

ii ）繊維方向別強度比較実験及び異方性による変形割合の違いの観察

ストローで製作した模型を使い，材料取りにおける繊維方向の違いによる強度の違いを実験を

通じて検証した。次にヲ収縮割合の違いを同様にストロー模型の観察から考えヲそれが板材の変

ヨケ ｝ 1、
〈γ， ，v
，，，ー」

3 ）を使

自分の模型についてグループ内で軽さと丈夫さの観点

で評価しヲさらに視覚的に構造の違いを把握しやすくす

るために模型本体を卓上評価シート（図 4° 5）に相互に比較しながら置いた。

卓！こ評価シートは縦軸に丈夫さり横軸に軽さのゲージをつけたもので；相互の模型を比較しな

がら相対的な評価に基づきシート上に模型を自首するものである。この作業によりラ相反する丈

夫さと軽さの機能につし、て折り合いをつけていくためにはどのような形状が適切か視覚的な検討

きた。また，重くても丈夫さを重視する形状や9 逆に弱いけれど軽量7J＇.形状などラ

てのアイデアが机上に集約されるためこれを整理することにより，こ

大いに資することとなった

（丈夫さ⑥軽さの評価の視点）

。T形やL型を使うことで強度は強〈

i宮4：卓よ評価シートで評価
中空

(]) 

また同じ形状であれば断面積が大きい方が強度
、ア

心 。

強くなる。

使用する材料が少ないと軽量となる。多くなると重く Itる。

形につながることに気付いた。

iii) 四角い構造に補強材を加える実験及び断面形状の違いによる強度の変化についての検討ー

スチレンボードによる四角形の構造模型を使いヲより

少ない補強材でより丈夫な構造を工夫する実験をおこ

なった。さらに実物の木材による演示実験を通じてヲ同

じ断面積でも断面形状の違いにより強度が変わることに

気付いた（図n。

以下の様な形状が子どもたちから提案されヲ

を共有した（国 2）。

実際に断面形状の違いにより強度が高まるのかラ T型

の木製実物モデルを使いヲ形状の違いにより強度が変わ

ることをその上に乗るなどして体感した。

これらは次時以降の踏み台の脚部の構造に用いられ

i ）模型（共通課題）製作上の条件及び、スチレンボードの加工方法を知る。

どのような構造の踏み台にすることで軽くてω丈夫にできるか，模型製作を通じ

とい製作条件付吏用材料の種類と数，まく板を使うことラ大きさ）について確認し

ii ）「丈夫で軽い」機能を持つ模型を製作する。

主に脚部の形状を検討しながら「丈夫で軽いJ 1 / 3 tと縮尺した踏み台の模型を製作し

の際まく板と脚部の接合の仕方についてヲ各班ごとに実物大のスチレンボード模型

いうどのように接合するとヲより効果的で丈夫に接合できるか検討し

(4) 6時丈夫で軽く作りやすL

J受業の内容

。試作した 1/3模型を分析しラ

構造とその特徴を考える。

護業の流れ

i ）踏み台の模型を卓上評価シートを活用し評価する。

｜幅の異なる 4種の板材ヲ板材を合わせた角材ぅ板材を

加工した L・T形の材により構造（主に脚部）を検討

丈夫で、軽量な踏み台の模型を製作したことを確認し

丈夫で軽く作りやすい

L型H型T型

(2) 4時 ｛重用自的と｛車用条件から製作品の機能を検討する

O掻撲の内容

＠設計の手！！慣を考えヲ踏み台の具体的な使用目的や使用条件を検討する。

0 f；受業の流れ

i j製作品の決定から製作に至るまでの工程整理

どでのものづくりの経験を振り返りヲ製作品を決定い製作品の構想（機能・構造＠

材料・加工方法の検討）ラ模型の製作など＼製作するために必要な設計段階の工程を検討した。

ii) 実物観察による使用目的と使用条件の検討

数種類の踏み台の実物を観察しながらヲそれぞれの踏み台について慣用目的や使用条件を検討

した。その上で，それぞれの製品が目的や条件に応じた機能を有してし、ることに気付いた。そこ

国2：提案された軽くて丈夫な断面形状の主な物の例鴎 1：丈夫な構造を検討するワークシート
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スチレンボードのよる 1/ 3模型の製作を行った。

i ）使用目的と使用条件をもとに機能を検討する

自分の家庭で使用することを前提に勺どのよろな踏み台があると便利か考えラ使用目的と技用

条件を確定するとともに，さらに「丈夫で軽く作りやすしリ構造を検討した上でその踏み台に必

要な機能を検討し句ワータシートにまとめる。

ii）機能を満たす模型の製作

検討した機能を備えた踏み台についてラスチレ を行う。

5 おわりに

(1) D L材を活用した踏み台の設計

従来の箱物題材の製作は，機能を果たすための設計の工夫については各部の寸法をどうするかラ

という程度に留まっていた。これに対しDL材を使った「踏み台」の設計はラ脚部の形状を検討す

ることによる構造の工夫から丈夫さ＠軽さ a 作りやすさの追求を行いヲ課題を多面的にとらえなが

ら最適解を求める学習展開につながった。さらに従来設計の学習は製作品を決定し構想をまとめ

図面に表していくことが一般的であったがラ今回構想をまとめる過程のなかでスチレンボードを償

いなから現物合わせで構想をまとめる手法を展開した。子どもは設計の段階で，機能に応じた形状

と構造の工夫を試行錯誤ラつまり問い続けながら追求することができ

考えることが多〈て大変でし

した踏み台ができ

（生徒B)

自分のねらいに沿った脚を考えてラ

（生徒C)

り9

イメー

学習後のふりかえりより

＠脚の作り方を変えると脚とまく板の接合の仕方も変わっ

たが，模型を製作したおかげで様々な形を試すことでき，

－脚の形を工夫すると強度や重量が変わることが分かり，

全体の形を決めていくのがやりがいがありました。

台について構想をまとめヲ

掻業の流れ

ードによる 1/3

Pコi,

と今回のDL材の学習時（平成26年

度 1年生：平成26年 6月調査130名目

とを比較Lた結果が図 8

ある。単純な

どもの工

よ

って

りで

目

(2）追求する力の高まりについて

置後の振りi亙りアンケートより）

設計の学習後のアンケート

板材による自由設計時（

1年生：平成25年11月調査132名回答）

康太郎）

してし、こうとする

うとする姿勢を培うことにつ

いると見られる。

し1

国5：提案された模型の形状例

る。

自分の製作した模型の特徴を改めて整理し，どんな場面

でどの様にに役立つか考え，ワークシート（園 6）を用い

て以下のような分析を行い発表した。

・とても丈夫だけれどやや重い。＠⑥。動かすことが少なくヲ

どんな体重の人が乗っ、ても句大丈夫な使い方が適している。玄関の踏み台などに使えそう。

＠軽いけれどとても丈夫というわけではない。＠＠・頻繁に動かすことが予想される。使う人が限

定される。小さい子どもが持ち運んで使う踏み台などに使える。

＠やや丈夫でやや軽い。汎用の踏み台として一般的な家庭で活躍できそう。

iv）多くの構造物に L・

T型等の形状が利用さ

れていることを矢口る。

木質；材料以外のL型

6 : 言平i面をまとめるワークシート

まと
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を持つ踏みに応じを自分なりに設定し，

-148 -

ii）卓上評価シートに

作りやすさゲージを

追加し構造による作

りやすさの違いを検

討する。

様々な形状の提案

がなされーこれを実

際に作るとしたらど

のような問題があるか考えたのすると部品点数や部品の種類が多かったりすると製作が難しく

ることが分った。より容易に製作するためには，部品点数

を減らすなどの別の工夫が必要となる。そこで， 3番目の

評価の基準として評価シートに上方向に矢印のある「作り

やすさゲージ」を加えラ以下の観点にそってヲ模型の再評

価をおこなった。また高さ方向に作りやすさの度合いを示

すため 2段階の台を活用し模型の配置を行った。

（作りやすさの評価の視点）

。部品の数が多いとそれだけ切断箇所や接合箇所が多くな

り作りやすさは低下する。

。実際に模型を作った経験を踏まえラ主観的な考えを作り

やすさの評価に反映させる。

註i）卓上評価シートの評価をもとに自分の製作した模型の特

｛敢についてまとめ宅特徴をいかすための使用方法を考え

重い、
強度l立高い→

←軽い
ぐ強度は低い

eヲ，..-/-・, ,, _ __,, 

と使用一当用
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7～ 3時(5) 




